
 

主催： 鹿児島大学生涯学習教育研究センター かごしま生涯学習センター研究会 

後援： 鹿児島県教育委員会（予定） 

■日時場所 

日時：2月 23日（月）9時 30分～12時 00分 

場所： 鹿児島大学郡元キャンパス・共通教育棟２号館 ２１２－２１３号室 

 

■趣旨 

 社会教育行政がこれまでになってきた仕事やその担い手のあり方が、今厳しく問われ

ています。本セミナーでは、市町村レベルの現場の社会教育実践が、共通目標として何

を中心におき、いかなる展開が求められているのかについて意見を交わします。 

その出発点としてセミナーでは、社会教育実践がその土地に暮らす人びとがかかえる

課題を取り除き、自分らしい生き方を地域で支え合いながら生きていくことに寄与してい

るのかについて問います。同時に、社会教育の仕事を担う人の育成を今後地域全体で

どのように取り組んでいけばよいのかについて、国の政策動向を踏まえながら関係者とと

もに協議します。 

 

■特別ゲスト 

文部科学省生涯学習政策局社会教育課企画官 水畑順作氏 

※社会教育主事養成をめぐる国の最新の議論経過を報告いただきます 

 

■セミナー出席者（予定） 

かごしま生涯学習センター研究会メンバー、 大学関係者、 市民団体 

鹿児島県・市町村の教育行政関係者、および、一般行政関係者 

 

■内容 

（１）鹿児島からの報告（問題提起） 

・「かごしま生涯学習センター研究会」の活動報告 

・天城町教育委員会・社会教育行政改革の中間報告 

（２）水畑氏の講演 

「社会教育主事養成をめぐる国の最新情報（仮題）」 

（３）質疑応答・議論 

問い合わせ先： 

鹿児島大学 

生涯学習教育研究センター  

電話：099-285-7293 

（平日 9：00-16：00） 

http://www.life.kagoshima-u.ac.jp 


